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研究成果の概要（和文）：本研究は、記憶の相克がアジア・太平洋地域における知的共同体の形成をどれだけ制
約し、かつ影響を与えてきたかを、比較歴史教育学の視点から解明することを目的としている。具体的には、国
際関係に影響を与え続けている歴史問題、とくに戦争史教育をめぐる問題についての構造的な分析を行い、その
解決に建設的な提言を行なうとともに、歴史の和解を実現できる新たな方策を模索する。
 

研究成果の概要（英文）：This project was to explore the role of history education in the process of 
confidence building and reconciliation in the Asia-Pacific region. It also attempted to find a new 
strategy for a history reform in order to educate younger generations to play active roles in the 
global world.
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１．研究開始当初の背景 
アジア太平洋地域において知的共同体は成立し
得るか。その成立のために有利な条件は何か。ま
た、その前に立ちはだかる阻害要因は何があるか。 
この大きな問いに対して、本研究は、記憶の相
克がアジア太平洋地域における知的共同体の形成
及びグローバルな人材育成体制の構築をどれだけ
制約し、かつ影響を与えてきたかを、比較歴史教
育学の視点から明らかにする。 
 
２．研究の目的 
本研究プロジェクトは、記憶の相克がアジア・
太平洋地域における知的共同体の形成をどれだけ
制約し、かつ影響を与えてきたかを、比較歴史教
育学の視点から解明することを目的としている。
具体的に第 2 次世界大戦後、公的記憶の創出・伝
達・増幅の過程で大衆メディアが国民意識の形成
に果たした役割を明らかにする。その上で、グロ
ーバルな歴史研究者ネットワークを構築し、歴史
の和解を実現できる新たな方策を探る。 
 
３．研究の方法 
(1) 基礎的考察として、戦争記憶・和解・歴史教
育・共存の関係についての先行研究の総括と研究
動向の分析および新資料の発掘などに集中し、研
究活動を進めてきた。これにより、研究グループ
の全員は戦争記憶・和解・歴史教育・共存に関す
る基礎知識を共有し、研究方法のコンセンサスを
確立できた。 
 
（2）既存の研究の達成点と盲点を明らかにした。
先行研究を網羅的に収集したうえで、先行研究が
何をどこまで明らかにしたのか、既存研究で解明
されていない課題は何なのかを探った。戦争史教
育をめぐる諸問題、とくに日中戦争をめぐる論争
や対立軸がどこにあるのかを分析した。または日
中戦争に関する歴史認識に関する分析視角の設定、
日本およびアジア・欧米諸国における戦争展示を
めぐる博物館論争や歴史認識に関する分析視角の
設定や問題解決の方策、および歴史教育の課題を
試みた。 
 
(3) 研究代表者・分担者はそれぞれ基礎的な文献
収集・分析を行ったほか、現地における質的調査
を行った。文献資料の他、当事者の口述資料の収
集・整理・分析を通じて、歴史の和解を実現でき
る新たな方策およびグローバル時代における歴史
教育の在り方を検証した。 
 
４．研究成果 
本研究は、国際共同研究の体制を構築し、共同
研究の国際的な発信力を強化することが確認でき
た。とくに戦争史研究の最新情報と成果の共有を
図る体制および歴史研究者ネットワークの構築に
力を注ぎながら、国内外から専門家を招く研究会、
公開講演会、ワークショップ、国際シンポジウム
などを開催した。 
主なワークショップ・国際シンポジウムは、以
下の通りである。 
(1) 「東アジアの和解と歴史教育」（2015 年） 

(2) 「アジア太平洋地域の和解と共生」（2016 年） 
(3) 「和解への道：日中戦争の再検討」（2016 年） 
(4) “Peace-Building and Civil Diplomacy”
（2018 年） 
 
本研究プロジェクトの実績としては、『和解への
道：日中戦争の再検討』資料集（2016 年）、およ
び 英 語 論 文 集 Seeking Common Ground: 
Challenges and Opportunities in the Asia-Pacific
（2018年）を刊行した。 
これまでの研究成果を基に、論文集『グローバ
ル時代における歴史教育戦略の構築』（仮題）を刊
行する予定である。 
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